
１．はじめに
本工事は PC２径間連結コンポ橋の上部工事で
ある。本稿では、狭隘な施工ヤードにおける施工
時の工夫について報告する。
�１ 工 事 名：浜田・三隅道路折居橋PC上部工事
�２ 発 注 者：中国地方整備局浜田河川国道事務所
�３ 工事場所：島根県浜田市折居町地内
�４ 工 期：平成２６年１１月１４日～

平成２７年８月３１日

２．現場における問題点

本橋の PC桁架設は、架設桁架設工法によるも
のであり、２基の８０t 門構と架設桁を使用する計
画であった。施工手順は、一般的な架設桁架設工
法と同様に、１径間目の PC桁架設完了後に架設
桁を送り出し、２径間目の架設を行う計画である。
課題として、A２橋台後方の地山は未掘削の状態
であり、通常の方法では架設桁前方に設置した手
延べ桁が地山に接触することとなるため、２径間
目への架設桁移動が不可能であった（図―３）。ま
た、A１橋台後方の施工ヤードも比較的狭い状況
であった。

３．工夫・改善点と適用結果

�１架設桁引き出し時
手延べ桁を設置した状態のままでは架設桁の引
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３４
施工計画

図―１ 橋梁側面図

図―２ 橋梁断面図

図―３ 施工着手前状況

－２２５－



出しが出来ないため（図―４）、前方の手延べ桁を
解体しながら引出し作業を行う計画とした。解体
した手延べ桁ピースを仮置きするため、受台用の
支保工を組み、３０kgレールと横移動用ローラー
を使用して解体した手延べ桁ピースの横移動を行
った（図―５）。この引出し、解体、横移動を繰り
返し行うことで、狭隘な作業ヤードにおいても架
設桁の引出しが可能となった。

図―５ 手延べ桁解体・横移動

順次引き出しながら手延べ桁を解体する際、架
設桁に接続された側の手延べ桁先端が不安定とな
るため、ベンドで支持した仮設吊り装置を設置し、
油圧ジャッキを２台使用して手延べ桁先端を吊り
上げて固定した（図―６）。

�２架設桁解体時
通常、架設桁の解体は橋台後方の作業ヤード等
にて行う。ただし、本工事のA１橋台後方には
架設桁の脇に並列してクレーンを設置するスペー
スがなかったため、表―１に示す手順により解体
作業を行った。

表―１ 架設桁解体手順

４．おわりに

今回の施工要領は、架設桁架設を行う PC橋の
うち架設進行方向に作業スペースが無い場合にお
いて有効である。また、特殊な機材や資材もほと
んど必要としない。しかし、多くの解体・接合作
業を行うため、その都度重心位置の検討を行って
台車を移動させることとなるため、綿密な計画と
検討が必要となる。本工事では大幅な工程への影
響はなく、危険を伴う作業が続くため作業手順の
周知を徹底し安全に工事を完了した。

図―４ 手延べ桁と地山の接触

図―６ 仮設吊り装置
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